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研究成果の概要（和文）：疫学調査により、中国雲南省国境地域における女性セックスワーカー

の経済-社会人口学属性、エイズ・性感染症に関する知識、態度、sex behavior の現状、及び

HIV/AIDS, gonorrhea, syphilis, Chlamydia の有病率及びリスクファクター等を明らかにした。 

この結果は日本のエイズ・性病感染症の予防策、研究方法に以下の提示ができる：１、感染症

予防のために hard-to-reach- population に対する有効な approach 方法 Respondent Driven 

Sampling (RDS) 方 法 の 実 用 方 法 と 有 効 性 を 提 示 ； ２ 、 東 南 ア ジ ア 国 境 地 域 の

high-risk-population 及び流動人口に対する感染症予防の健康教育や介入が不足しているた

め、この population がリスク行為を行いやすく、エイズ・性病などの感染症を感染される・さ

せるリスクが高い、これはこれから経済活力で注目される東南アジア・メコン流域において、

国際保健（国の壁を越えて感染症連携）の重要性を提示する。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Epidemiological study was conducted to estimate the HIV/STDs prevalence and related risk 
factors among migrant population in border area of Yunnan, China. Respondent Driven 
Sampling method was used and so-called ‘hard-to-reach-population’-female sex workers 
were included to our survey, our findings revealed the high prevalence of STDs and poor 
STI-related knowledge among this population. This research suggests the importance of 
international cooperation on infectious diseases preventive system aimed migrant 
population, not only for those Southeast countries but also for those have economic active 
in this hot zone, including Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
いわゆる、「黄金三角地域」に位置する雲

南省では、中国の改革開放政策以来、国境貿

易が著しく増加し、ラオス、ミャンマー、ベ

トナム、タイなど近隣諸国との物的人的な流

動が盛んになっている。このような国境を越

える人的な流動は、各国間のエイズ・性病・

結核等の感染症の転出入を活発にし、違う種

の病原体(subtype）の再結合によって新型病

原体を作り出す可能性も十分にありえる。ま

た、少数民族を中心とした現地住民の生命と

生活への悪影響も懸念される。 

国 境 流 動 人 口 を 対 象 と す る Mobile 

HIV/AIDS VCT（アフリカで成功したエイズ

対策：資源の乏しい地区・集団に対象にし、

医療チーム自ら積極的にエイズカウンセリ

ングと検査を提供する医療サービス） 介入

により、動態的に国境流動人口のエイズ・性

病・結核の発生率と流動性を把握し、HIV(エ

イズウイルス)のsubtype（亜型）の同定し、

国際的な人口流動と感染症の伝播のメカニ

ズムを捉えると同時に、国境流動人口を対象

とするMobile HIV/AIDS VCT介入の有効性

を検証でき、有効な介入方法の策定にも貢献

することができる。 

従って、本研究は、国境流動人口によって

国際的に広がる感染症（エイズ・性病・結核）

の予防対策、国際保健に資するものと思われ

る。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、人口の流動性が高い中国、

ミャンマー、ラオスの国境地域において、

HIV など社会問題となっている感染症のリ

スク要因を明らかにすることである。具体的

には、中国雲南省側のラオスに隣接するモン

ラ県、ミャンマーに隣接する孟海県において、

コマーシャルセックスワーカー(CSW)400 名

を対象に、エイズ・結核・性感染症の前向き

疫学調査を 2 年に渡って実施し、HIV(エイズ

ウイルス)感染、結核、性感染症の有病率・発

病率を算出することによって、これを実現す

る。また、同時に、出張カウンセリング・ア

ン ド ・ テ ス テ ィ ン グ (Out-reach AIDS 

Counseling and Testing service: Mobile 
HIV/AIDS VCT) によるエイズ予防介入の

有効性も検討する。 
 
３．研究の方法 
本研究は中国疾病管理センターの協力を

得て、雲南省疾病管理センターと共同研究を

していく予定である。雲南省の国境地域の西

双版那州のラオス、ミャンマーに隣接する 2

県で、西双版那州疾病管理センターのエイズ

介入チームと共同作業で、cluster sampling

（クラスタ標本抽出法）により 2県で 400 名

の国境流動人口と認定することができるコ

マーシャル・セックスワーカー女性（CSW）

を抽出する。これを、1 年半に渡って、４か

月ごとに Mobile HIV/AIDS VCT（資源の乏し

い地区・集団に対象にし、医療チーム自ら積

極的にエイズカウンセリングと検査を提供

する医療サービス）介入により、当人口の人

口社会属性や医療保障の現状を把握した上

で、健康保険カードの作成や活用により動態

的に国境流動人口のエイズ・性病・結核の発

生率と流動性を把握し、HIV(エイズウイル

ス)の subtype（亜型）を同定する。 

 
４．研究成果 

疫学調査により、中国雲南省国境地域におけ

る女性セックスワーカーの経済-社会人口学

属性、エイズ・性感染症に関する知識、態度、

sex behavior の 現 状 、 及 び HIV/AIDS, 

gonorrhea, syphilis, Chlamydia の有病率及

びリスクファクター等を明らかにした。 

この結果は日本のエイズ・性病感染症の予防

策、研究方法に以下の提示ができる：（１）

感 染 症 予 防 の た め に hard-to-reach- 



 

population に対する有効な approach 方法

Respondent Driven Sampling (RDS)方法の実

用方法と有効性を提示；（２）東南アジア国

境地域の high-risk-population 及び流動人

口に対する感染症予防の健康教育や介入が

不足しているため、この population がリス

ク行為を行いやすく、エイズ・性病などの感

染症を感染される・させるリスクが高い、こ

れはこれから経済活力で注目される東南ア

ジア・メコン流域において、国際保健（国の

壁を越えて感染症連携）の重要性を提示する。 
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